






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































用いる部分は，内径27.5mm,外径31.5mm,長さ100mmのアクリル管にテー プヒー ター を巻き付
けアクリル管内が飽和蒸気により濡れるのを防いだ．また，集塵極には，温度調節器(OMURON


































































































































































入口ガス濃度pgo vol% 10,30,50 ノ
表3-2-1実験条件
気流速度，液膜流量，入口ガス濃度，入口温度について，流量計，流量調節バルブ，空気系に
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図4-2-22入口ガス濃度とガス回収率の関係
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図4-2-23流速変化によるミストヘのガス回収率の関係
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図4-2-24温度変化によるミストヘのガス回収率の関係
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図4-2-25凝縮液膜，ミストのガス回収率の関係
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図4-2-26凝縮液膜。流下液膜ガス回収率
V.まとめ 80
V.まとめ
可溶性ガス，凝縮性気体，炭酸塩微粒子を含む混合気において，凝縮，ミス卜化および溶液効
果を利用したガス吸収法について実験的･理論的に追求を行った．具体的には鉛直冷却円管内の
空気･水蒸気･CO2ガスおよび炭酸カリウム微粒子を含む混合気流を対象に理論解析ならびに凝
縮・ミストによるガス回収実験を行い以下の結論を得た．
(1)同一液膜流量下での流下液膜法によるガス吸収と比較して溶液効果を利用した凝縮液膜法に
よるガス吸収逃す回収率は約3オーダーの向上を示し，溶液効果の有効性が明らかとなった．
(2)溶液効果は蒸気濃度の増加,すなわちミストの発生量と深く関係し,ミスト発生量の増加に
よりガス吸収量は増加する．
(3)鉛直円管内における溶液効果によるガス吸収の促進力訂，微粒子供給が直線運動の仮定のも
と，補正係数を考慮することにより明らかにきれた．
